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第3章 計画の目標 
3.1 基本理念 

 
私たちは、大気や水、ごみ、生きものなどの暮らしに身近な環境問題から、地球温暖化と

いった世界的な環境課題、大型台風の上陸や猛暑などの気候変動やウイルスによる感染
症拡大といった、これまで経験したことのない新たな環境問題にも、オールかつしかで力を合わ
せて乗り越える必要があります。 
私たちが将来にわたって安心して幸せな生活を送り、事業活動のさらなる充実を図っていく

ためには、社会経済活動やライフスタイル・ビジネススタイルを振り返りながら、区民・事業者・
区の連携・協働によって、経済・社会・環境の 3 側面での統合的向上を図り、次世代へ継
承する自然環境の恵み豊かな持続可能なまちをつくります。 
 

3.2 望ましい将来像 

本計画では、基本理念を実現するための将来的な区の在り方を示す、長期目標として「望
ましい将来像」を以下のとおり設定します。 
 

みんなでつくる 人や自然にやさしく持続可能なまち かつしか 

 
＜望ましい将来像のイメージ＞  
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第 3 章 計画の目標 

望ましい将来像には、以下のような思いが込められています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

み
ん
な
で
つ
く
る 

人
や
自
然
に
や
さ
し
く 
持
続
可
能
な
ま
ち 

か
つ
し
か 

みんなでつくる 
 葛飾区に関わる全ての人々がそれぞれ主体となって、より

良い環境のために取り組んでいきます。 
 「オールかつしか」での協働によって、将来像の実現を目

指します。 

人や自然にやさしく 
 河川や緑、多様な生き物など、身近な自然を守りつつ、

誰もが健康で快適に暮らせるまちを目指します。 
 人や自然に思いやりを持つことで、環境にやさしい健康で

文化的なまちを目指します。 

持続可能なまち 
 葛飾の環境をはじめ、将来にわたって地球環境を良いも

のとし、限りある資源を次世代へ引き継いでいきます。 
 SDGs の理念でもある「経済」「社会」「環境」の 3 側面

での統合的な発展を目指します。 

かつしか 
 親しみやすく、人情味あふれる地域特性を表す思いを込

めて、やわからい印象のひらがなとしました。 
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3.3 基本目標 

本計画では、基本理念に基づいて将来的な区の在り方を示す望ましい将来像である「みん
なでつくる 人や自然にやさしく持続可能なまち かつしか」を実現するための目標として、区の
現状を踏まえ、下記の 5 つの基本目標を設定します。 
基本目標は、区の環境を取り巻く現状を分析・評価するとともに、課題の整理・抽出を行い、

課題解決を図ることで、各環境分野の目指すべき姿を実現するものとして導き出しています。 
SDGs の理念を取り入れ、経済・社会・環境の統合的な発展を目指す基本目標として「基

本目標 1 オールかつしかの連携・協働」を設定し、環境分野ごとの側面から達成する基本目
標として、「基本目標 2 気候変動に対するさらなる取組の強化」、「基本目標 3 資源循環型
地域社会の形成」、「基本目標 4 多様な生きものとの共生」、「基本目標 5 誰もが健康で快
適に住み続けられるまち」を設定します。 
下の図 3.1 に示すように、5 つの基本目標は相互に関わり合い、切り離すことのできないも

のであり、いずれかの目標のみを優先させることなく、全ての目標を達成に向けて取り組むことが
重要です。全ての基本目標における施策や事業に対して真摯に取り組み、時には連携し同時
解決を図ることで、望ましい将来像の達成を目指します。 

 
図 3.1 基本理念・望ましい将来像・基本目標のイメージ 

  

５つの基本目標 

望ましい将来像 
「みんなでつくる 人や自然にやさしく持続可能なまち かつしか」 

基本理念 

オールかつしかの 
連携・協働 

誰もが健康で快適に 
住み続けられるまち 

多様な生きもの 
との共生 

資源循環型地域社会 
の形成 

気候変動に対する 
さらなる取組の強化 
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第 3 章 計画の目標 

 
表 3-1 基本目標と基本的視点・方向性及び関連する主な SDGsのゴール 

基本目標 基本的視点・方向性 関連する主な SDGs のゴール 

オールかつしかの 
連携・協働 

SDGs の理念を取り入れ、持続可
能なまちを目指すために、協働による
取組をさらに発展させていきます。 

 

気候変動に対する
さらなる取組の強化 

低炭素社会から脱炭素社会*への
転換に向けて、気候変動対策の取
組を強化し、温室効果ガス*の排出
を抑える取組（緩和策）に加え、
気候変動の影響に備える取組（適
応策）を同時に推進します。 

 

 

資源循環型 
地域社会の形成 

区の特性を活かし、区民・事業者・
区が一体となり、一般廃棄物の発
生抑制を最優先とした持続可能な
資源循環型地域社会の形成を促
進し、環境への負荷を低減させま
す。 

 

 

多様な生きもの 
との共生 

生物多様性*の保全に努め、より良
い自然環境を次世代につなぐととも
に、緑と花のある美しいまちをつくりま
す。 

 

 

誰もが健康で快適
に住み続けられる 
まち 

良好な生活環境を確保する取組や
まちの美化活動を推進し、誰もが健
康で快適に住み続けられるまちをつく
ります。 
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3.4 計画の体系 
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第 3 章 計画の目標 

  
 




